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安全のために必ずお守りください

絵表示について
この取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使い
いただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、
いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■ 表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示

で区分し、説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容」を示しています。

このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

注意

このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

禁止

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

必ず行う
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安全上のご注意（別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

警告

画質の調整を行うときは、画面を長く見る必
要があります。自動車の運転中に操作をしな
いでください。前方不注意となり交通事故の
原因となります。操作は、必ず安全な場所に
車を停車させて行ってください。

運転中に操作をしない

禁止

運転者がテレビやビデオを見るときは、必ず
安全な場所に車を停車させてください。走行
中にテレビやビデオを見ると前方不注意と
なり、交通事故の原因となります。

走行中にテレビやビデオを見ない

禁止

[使用方法]



画面が映らない、音が出ないなどの故障の状
態で使用しないでください。必ずお買い上げ
の販売店にご相談ください。そのままご使用
になると事故・火災・感電の原因となります。

故障のまま使用しない

禁止

警告

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に
異物が入った・水がかかったなど異常が起こ
りましたら、ただちに使用を中止し、必ずお
買い上げの販売店にご相談ください。そのま
まご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

異常のまま使用しない

禁止

ヒューズを交換するときは、必ず表示された
規定容量のヒューズをご使用ください。規定
容量以上のヒューズを使用すると、火災の原
因となります。

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

必ず行う

規定容量の
ヒューズを

[異常時の処置]

4



5

注意

モニター部にエアコンのクーラーの冷気や
ヒーターの熱を当てないでください。そのま
まご使用になると故障や火傷の原因となるこ
とがあります。

モニター部背面に手を触れない

必ず行う

[使用方法]
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上手にお使いいただくためにはじめに

1

安全走行のために

本機は、パーキングブレーキのON/OFFを検知しており、走行中にテレビやビデオの映像を
見ることができないようになっています。(走行中は次のようなメッセージが表示されます。）
また、走行中に設定メニュー (☞ TVの設定 q 72 ページ) を操作しないでください。

例：テレビを見ようとしたとき

このようなメッセージは、安全な場所に停車して、パーキングブレーキをかけると解除され
ます。

組み合わせるカーステレオについて

本機は組み合わせるカーステレオによって、一部の操作が異なります。

(1) パイオニア製のAVマスターユニットと組み合わせる場合
● 本機は、IP-BUS AV MASTERモードで使用します。
● CDの操作は、AVマスターユニットで行います。
● テレビの操作は、本機とAVマスターユニットで行います。
(「本機と組み合わせるメインユニットについて」 (☞ はじめに t 14 ページ) もお読みくだ
さい。)

(2) パイオニア製のIP-BUS入力付きメインユニットと組み合わせる場合
● 本機は、IP-BUS MAIN UNITモードで使用します。
● CDの操作は、メインユニットで行います。
● テレビの操作は、本機とメインユニットで行います。
(「本機と組み合わせるメインユニットについて」 (☞ はじめに t 14 ページ) もお読みくだ
さい。)

(3) お手持ちのFM付きカーステレオと組み合わせる場合
● 本機は、FMMODULATORモードで使用します。
● 操作は、すべて本機で行います。
● 音声は、カーステレオのラジオのFMから出力されます。
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モードスイッチの切り換えについて

組み合わせるカーステレオに合わせて、TVチューナーの底面にあるモードスイッチをボー
ルペンの先などで切り換えてください。

バッテリー上がりを防ぐために

本機をお使いになるときは、必ず車のエンジンをかけてください。車のエンジンがかかって
いないときに本機を使用すると、バッテリーが消耗します。

本書の見かた

本機は切り換えたモードによって操作方法が異なるため、下記のように分けて説明していま
す。切り換えたモードに合った項目をお読みください。

IP- BUS AV MASTERモード、IP- BUS MAIN UNITモード

IP-BUSモードおよび共通の項をお読みください。

●IP-BUS AV MASTERモード、IP-BUS MAIN UNITモードをまとめてIP-BUSモードとし
て説明しています。

FM MODULATORモード

ADD-ONモードおよび共通の項をお読みください。

8 m
m
MA
X

FM MODULATOR

IP-BUS MAIN UNIT

IP-BUS AV MASTER
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本機の各部のなまえはじめに

2

本体

リモコン

PAUSEボタンとMODEボタンは、ADD-ONモードのときだけ使用します。

BSSM ボタン

REAR ボタン
リアーソース

2/3ボタン
5/∞ボタン

PAUSEボタン
ポーズ

WIDEボタン
ワイド

A.SEL ボタン
オーディオセレクト

V.SEL ボタン
ビジュアルセレクト

BAND ボタン
バンド

MODEボタン
モード

ANGLE ボタン
アングル

MENU ボタン
メニュー

0ボタン
オープン /クローズ

2 秒以上押すごとにモニ
ターの立ち上げ / 収納を
行います。　

リモコン受光部
CD 挿入口

リセットボタン

ワイドモード
インジケーター

外光センサー

CD 0ボタン
CD イジェクト

0ボタン
オープン /クローズ

WIDEボタン
ワイド

ANGLE ボタン
アングル

BRIGHTボタン
ブライト
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付属のリモコンを使うための準備です。

リモコンに電池を入れる

リモコンを裏返し、電池ホルダーを取り
出しリチウム電池 (CR2032) を、ª側を
上にしてセットします。

●リモコンの操作可能範囲が狭くなったと
きは、新しい電池と交換してください。

●リモコンの操作可能範囲が狭くなってき
たときは、新しい電池と交換してくだ
さい。

リモコンの準備はじめに

3

リモコン取り扱い上の
ご注意
●リモコンを直射日光の当るところに長時間
放置すると、高温により変形・変色した
り、故障する恐れがあります。使用しな
いときは、直射日光の当らないところに
保管してください。

●本体に直射日光が当っていると、リモコ
ンの操作ができないときがあります。こ
のようなときは、本体にリモコンを近づ
けて操作してください。

●付属の電池は充電できません。
●リモコンを長い間使わないときは、電池
を取り出してください。取り出した電池
は、幼児の手の届かないところに保管し
てください。

●電池の液もれが起こったときは、内部に
ついた液をよくふき取ってから、新しい
電池と入れ換えてください。



0ボタン
オープン /クローズ

ANGLE ボタン
アングル

モニターを立ち上げる/ 角度を調節する/ 収納するはじめに

4

メ モ
●モニターは自動開閉機能によって、次のように動
作します。
＊モニターを立ち上げたまま車のエンジンスイッ
チをOFFにすると、OFFにしてから約6秒後
にモニターが本体に収納されます。
再びエンジンスイッチをON (またはACC) にす
ると、自動的にモニターが立ち上がります。

＊自動開閉機能は、解除することもできます。
(☞ その他 e 79 ページ)

●本体にモニターを収納して車のエンジンスイッチを
OFFにしたときは、再びエンジンスイッチをON (ま
たはACC) にしても、モニターは立ち上がりませ
ん。0ボタンを押して立ち上げてください。 (リモ
コンの場合は、0 ボタンを2秒以上押してくだ
さい。)

●モニターが車のコンソールやダッシュボードに当
たって音がする場合は、ANGLEボタンの (ー) 側を
押して、モニターをほんの少し手前に調節してくだ
さい。

は
じ
め
に
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車のエンジンを
かける1

車のエンジンをかけて、モニターを自
動的に立ち上げる

↓

自動開閉機能により、自動的にモニターが
立ち上がります。

13

は
じ
め
に

画面を見やすい角度に
調節する2

ANGLEボタンを押す
＋：画面を上向きにするとき
－：画面を下向きにするとき

角度の調節は、手動で行わないでくだ
さい。モニターに強い力が加わると、
故障することがあります。

モニターを本体に
収納する3

0ボタンを押す

モニターが完全に収納されたことを確
認してください。モニターが途中で止
まってしまった場合、そのまま放置す
ると故障することがあります。

モニターが自動的に立ち上がらない場
合は、0ボタンを押して立ち上げてく
ださい。 (リモコンの場合は、0ボタ
ン2秒以上押してください。)
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本機は、別売のメインユニットと組み合わせて使用することができます。
CDの操作は、本機と組み合わせたメインユニット側で行います。 (本機では操作できま
せん。)

本機と組み合わせるメインユニットについてはじめに

5

「AVM-P7000」との組み合わせについて
本書では、メインユニットとして「AVM-P7000」の例で操作説明を行っています。

「AVM-P7000」以外のメインユニットとの組み合わせについて

メインユニット z： Fボタンでファンクションモードを切り換えて操作する
メインユニット

例：KEH-P5000/KEH-P303/MEH-P9000/MEH-P5000/MEH-P707

メインユニット x： Fボタン (ファンクションモード) がないメインユニット
例：KEH-P1000

メインユニットzと組み合わせた場合は、「メインコントローラーのボタン名称」(☞ はじめに

y) を参照して「AVM-P7000」と対応しているボタンで操作を行ってください。
メインユニットxと組み合わせた場合は、各操作説明の「メインユニットx (例 :KEH-P1000)
の場合」をご覧ください。

メインユニットの取扱説明書にCDの操作説明が記載されている場合
メインユニットの取扱説明書に1枚型CDの操作説明が記載されている場合は、そちらをご覧
ください。
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メインコントローラーのボタン名称　例：「AVM-P7000」

ソース
SRC ボタン

ファンクション
F ボタン

プログラム
PGM ボタン

5/∞ボタン
2/3ボタン

バンド
BAND ボタン

＋ボタン－ボタン

1～6 のボタン

各部のなまえはじめに

6



は
じ
め
に

16

DVDナビゲーションに付属のリモコンでも、本機の操作の一部を行うことができます。

DVDナビゲーションシステムと組み合わせた場合はじめに

7

DVDナビゲーションシステム「AVIC-D9000」または
「AVIC-D7000」と組み合わせた場合は

●「AVIC-D9000」および「AVIC-D7000」の説明書に、本機と組み合わせた場合の操作方
法が記載されています。それぞれの説明書を参照して、正しく操作してください。

DVDナビゲーションシステム「AVIC-D919」、「AVIC-D717」、
「AVIC-D909」および「AVIC-D707」と組み合わせた場合は

●リモコンの左側面には、操作モード切り換えスイッチがあります。このスイッチの位置に
より操作できる機能が変わります。スイッチの位置を確認して操作を行ってください。

●リモコン受光部は、本機前面にあります。

操作モード切り換えスイッチをTV側にしたとき
∞ボタン【V.SELボタン】
本機のV.SELボタンと同じ働きをします。見たい映像に切り換えることができます。 (リモ
コンは本機に向けて操作してください。)

操作モード切り換えスイッチをAUDIO側にしたとき
VOLツマミ (パイオニア製カーステレオのVOLUMEボタン)

パイオニア製のカーステレオと組み合わせた場合、カーステレオの音量を調整できます。 (リ
モコンをカーステレオに向けて操作してください。)
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CD 挿入口
CD 0ボタン
CD イジェクト

初めに、本機にCDをセットしてください。

CDをセットする　● CDをセットする　● CDを取り出すここだけで

1
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CDを取り出して
CD再生をやめる2

CD 0ボタンを押す

CDが出てきて、電源がOFFになります。

●出てきたCDはすぐに取り出して、保管
してください。

CDを
セットする1

タイトル面を上にして、CD挿入口に
差し込む

CDの再生が始まります。

CD シングル (8 cm CD) もアダプター
なしでセットできます。アダプターは
絶対使用しないでください。

メ モ
●CDをセットしたまま電源をOFFにしたり、他の
ソース (TVやラジオなど) に切り換えることもでき
ます。 (☞ メインユニットの説明書)

IP-BUS
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ソース
SRC ボタン

2/3ボタン

＋ボタン－ボタン

ソースを
1 枚型CDにする1

SRCボタンを押す
ボタンを押すごとにソースが切り換わります。

CDの再生が始まります。

ここだけの操作で、CDを聞くことができます。

CDのふだんの操作　● 曲を選ぶ　● 早送り/早戻しをする　　　　　　ここだけで

2

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）

チェック◆最初に本機にCDをセットしてください。(☞ ここだけでq 18ページ)
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す
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こ
こ
だ
け
読
め
ば

音量を
調節する3

＋または－ボタンを押す
＋：大きくするとき
－：小さくするとき

0～30の範囲で調節できます。

●約4秒間、音量が表示されます。

CDの
再生をやめる4

SRCボタンを押す
他のソースに切り換えてください。

SRCボタンを1 秒以上押す
電源がOFFになります。

聞きたい曲を選ぶ
(または早送り/早戻し)2

2または3ボタンを押す
3：次の曲を選ぶとき (または早送り)
2：前の曲を選ぶとき (または早戻し)

曲番号 再生経過時間

選曲と早送り/早戻しの使い分け

聞きたい曲の選択 0.5秒未満
曲の早送り/早戻し 0.5秒以上押し

続けている間

ソース切り換え / トラックサーチ / 早送り/早戻し / 音量調節

　　　　● 音量を調節する

IP-BUS
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ソース
SRC ボタン

2/3ボタン

バンド
BAND ボタン

＋ボタン－ボタン

ソースを
TVにする1

SRCボタンを押す
ボタンを押すごとにソースが切り換わります。

ステレオ放送を受信すると表示されます。

ここだけの操作で、テレビを見ることができます。

テレビのふだんの操作　● バンドを選ぶ　● 放送局を選ぶ　　　　　ここだけで

3

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）

バンドを
選ぶ2

BANDボタンを押す
ボタンを押すごとに、次のようにバンドが
切り換わります。

TV1+= TV2

●より多くのチャンネルを記憶できるよう
に、1と2のバンドに分かれています。
(受信できるチャンネルはどちらも1～
62 CHです。)

メ モ
●走行中にテレビの映像を見ることはできませんが、テ
レビの各操作を行うことはできます。 (音声を聞く
こともできます。)

●バンドの切り換えは、本機のリモコンでは操作でき
ません。

●選局は、本機のリモコンでも操作できます。

チェック◆最初にモニターを立ち上げておいてください。(☞ はじめにr 12ページ)
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す
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こ
こ
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け
読
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ば

音量を
調節する4

＋または－ボタンを押す
＋：大きくするとき
－：小さくするとき

0～30の範囲で調節できます。

●約4秒間、音量が表示されます。

TVの
受信をやめる5

SRCボタンを押す
他のソースに切り換えてください。

SRCボタンを1 秒以上押す
電源がOFFになります。

チャンネルを
選局する3

2または3ボタンを押す
3：次のチャンネルを選ぶとき
2：前のチャンネルを選ぶとき

受信チャンネル

選局方法の使い分け

手動選局 (1ステップずつ) 0.5秒未満
自動選局 0.5秒以上

●0.5秒以上押し続けている間、途中のチャ
ンネルをとばすことができます。ボタンを
離したところから自動選局を開始します。

●電波の強いチャンネルを選局するには、自
動選局を、電波の弱いチャンネルを選局
するには、手動選局をおすすめします。

メモ
●メインユニットによっては、選局方法切り換え
モードで切り換えるものもあります。 (☞ TV
を見る t 37 ページ)

ソース切り換え / バンド切り換え / 選局 / 音量調節

　　　　　　　　● 音量を調節する

IP-BUS
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モードの切り換えかた

ふだんの操作以外の便利な機能を使うとき
は、モードを切り換えて操作します。

ファンクション
F ボタン

5/∞ボタン

バンド
BAND ボタン

CDを聞く

1

ファンクションモードを
切り換える

Fボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

リピートモード (☞ CDを聞く w)

↓
ランダムモード (☞ CDを聞く e 26 ページ)

↓
[スキャンモード] ※1

(☞ CDを聞く r 27 ページ)

↓
ポーズモード (☞ CDを聞く t 28 ページ)

↓
[COMP切り換えモード] ※2

(☞ CDを聞く y 29 ページ)

↓
リピートモードに戻る

メモ
●ファンクションモードを解除するには、BANDボ
タンを押します。(約30秒間、何も操作しなかっ
たときも、自動的に解除されます。)

※1スキャン再生機能 (☞ CDを聞く r 27 ページ) が
付いていないメインユニットでは、このモードに
は切り換わりません。

※2 COMP切り換え機能 (☞ CDを聞く y 29 ページ)
が付いていないメインユニットでは、このモード
には切り換わりません。

1

ファンクションモードの切り換え

メインユニットx (例：KEH-P1000) の場合
●ファンクションモードはありません。
●詳細設定モードはありません。
●RPTボタンを押すごとに、リピート再生の
ON/OFFが切り換わります。

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）
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今聞いている曲を繰り返し聞くことができ
ます。

リピート再生

同じ曲を繰り返し
聞く

CDを聞く

2

リピートモードにする

Fボタンを押して選ぶ
(☞ CDを聞く q)

リピート再生をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

リピート再生中に表示されます。

今聞いている曲を繰り返し再生します。

↓

BANDボタンを押して、ファンクション
モードを解除してください。

2

1
詳細設定モードの切り換え

詳細設定モードにする

Fボタンを2 秒以上押す

詳細設定モードを切り換える

Fボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

[タイトル入力モード] ※3

(☞ CDを聞く u 31 ページ)

↓
プログラムファンクション設定モード
(☞ 便利な機能 t 44 ページ)

↓
タイトル入力モードに戻る

メモ
●詳細設定モードを解除するには、BANDボタンを
押します。

※3別売のマルチCD (「CDX-P630S」など) を接続し
ていない場合、タイトル入力モードには切り換わ
りません。

2

1

C
D
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ランダム再生

いつもと違う曲順で
聞く

選曲をCDプレーヤーにまかせて、いつもと違
う曲順 (ランダム) で再生することができます。

ファンクション
F ボタン

5/∞ボタン

バンド
BAND ボタン

CDを聞く

3

ランダムモードにする

Fボタンを押して選ぶ
(☞ CDを聞く q 24 ページ)

ランダム再生をONにする

5ボタンを押す (∞ボタンでOFF)

ランダム再生中に表示されます。

次の曲から、ランダムに選曲します。

↓

BANDボタンを押して、ファンクション
モードを解除してください。

2

1

メインユニットx (例：KEH-P1000) の場合
●RPTボタンを2秒以上押すごとに、ランダム
再生のON/OFFが切り換わります。

●スキャン再生機能は付いていません。

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）
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聞きたい曲をさがすCDを聞く

4

聞きたい曲が再生されたら
スキャン再生を解除する

確認

ファンクションモードが解除されていたら、手
順1の操作を行ってもう一度スキャンモードに
してから、スキャン再生を解除してください。

スキャンモードのときに∞ボタンを押す

↓

BANDボタンを押して、ファンクション
モードを解除してください。

メモ
●スキャン再生を始めた曲まで戻るとスキャン再生は
解除されます。

●スキャン再生機能が付いていないメインユニットで
は、スキャンモードには切り換わりません。

3スキャンモードにする

Fボタンを押して選ぶ
(☞ CDを聞く q 24 ページ)

スキャン再生を始める

5ボタンを押す

スキャン再生中に表示されます。

曲の始めの約10秒間が次々に再生されます。

↓
スキャン再生を始めて約30秒たつと、自動
的にファンクションモードが解除されます。

2

1

曲の始めの部分だけを、約10秒間ずつ次々に聞くことができます。

C
D
を
聞
く

IP
-B
U
S

チェック◆スキャン再生機能が付いたメインユニットのみの機能です。
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ポーズ

CD再生を一時停止
する

CD再生を一時停止することができます。

ファンクション
F ボタン

5/∞ボタン

バンド
BAND ボタン

CDを聞く

5

ポーズモードにする

Fボタンを押して選ぶ
(☞ CDを聞く q 24 ページ)

CD再生を一時停止する

5ボタンを押す (∞ボタンで再生)

一時停止中に表示されます。

↓

BANDボタンを押して、ファンクション
モードを解除してください。

2

1

メインユニットx (例：KEH-P1000) の場合
●ポーズ機能は付いていません。
●COMP切り換え機能は付いていません。

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）
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CDの音質を調整するCDを聞く

6
コンプレッション/DBE

機能を選ぶ

5または∞ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

COMP OFF
↓
COMP 1 (コンプレッション1)
↓
COMP 2 (コンプレッション2)
↓
COMP OFF
↓
DBE 1
↓
DBE 2
↓
最初のCOMP OFFに戻る

↓

BANDボタンを押して、ファンクション
モードを解除してください。

メモ
●COMP、DBEともに1より2の方が効果が大きく
なります。

2

チェック◆ COMP切り換え機能が付いたメインユニットのみの機能です。

コンプレッションについて

コンプレッションは、大きな音を抑え、小さ
な音を押し上げて、大きな音と小さな音の
音量差を小さくする機能です。この機能は、
小さな音が聞きとりにくいようなときにお使
いになると便利です。

DBEについて

DBEとは、Dynamic Bass Emphasis (ダイ
ナミックバスエンファシス)の略です。DBE
は、車内で不足しがちな低音域を押し上げ
る機能です。

COMP切り換えモードにする

Fボタンを押して選ぶ
(☞ CDを聞く q 24 ページ)

現在のCOMP/DBEの状態が表示されます。

1

大きな音と小さな音の音量差を小さくしたり、低音域を押し上げたりすることができます。

C
D
を
聞
く

IP
-B
U
S
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ファンクション
F ボタン

メインユニットx (例：KEH-P1000) の場合
●タイトル入力モードするには、Dボタンを2秒
以上押します。 (タイトル入力のしかたについ
ては ☞ メインユニットの説明書)

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）
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チェック◆別売のマルチCD (「CDX-P630S｣など) を接続したときだけ使用できる機能です。

タイトルを入力したいCDを
再生する (☞ ここだけで w 20 ページ)

タイトル入力モードにする

Fボタンを2 秒以上押してから、Fボタ
ンを押して選ぶ (☞ CDを聞く q 24 ページ)

CDタイトルを入力し、記憶さ
せる (☞ メインユニットの説明書)

CDタイトル入力の手順を参照し、同様の操
作で記憶させてください。

メモ
●既に再生中のCDのタイトルが記憶してある場合は、
そのタイトルが表示されます。

●「CD TEXT」に対応しているマルチCDプレー
ヤー (「CDX-P1240TX」など) を組み合わせた場
合、「CD TEXT」を本機またはマルチCDプレーヤー
のどちらで再生しているかによってタイトル記憶・
表示は、以下のように異なります。
ー本機で「CD TEXT」を再生している場合、好みの
タイトルを記憶・表示させることができます。

ーマルチCDプレーヤーで「CD TEXT」を再生し
ている場合、「CD TEXT」にあらかじめ記憶さ
れているCDタイトルが表示され、好みのタイ
トルを入力することはできません。 (本機で再生
中に記憶させたタイトルを表示させることはで
きません。)

3

2

1

C
D
を
聞
く
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CDのタイトルを表示させる (☞メインユニットの説明書) ために、あらかじめタイトルを記憶さ
せておきます。

タイトル表示について

タイトル表示は、CDのタイトルを入力して
記憶させておき、ディスプレイに表示させる
機能です。

タイトルの記憶、表示のしかたは、マルチ
CDと同じです。 (マルチCDのタイトルについ
ては ☞ メインユニットの説明書)

●タイトルは、別売のマルチCD (「CDX-
P630S」など)を接続すると、入力できる
ようになります。

●タイトルは10文字まで入力できます。
(組み合わせるメインユニットによっては、
8文字しか入力できない場合があります。)

●本機のタイトルは、マルチCDのタイトル
およびマルチ CD の ITS と合わせて、
CD100枚分の記憶ができます。 (マルチ
CDのタイトルおよびITSについては☞ メイン
ユニットの説明書)

●100枚を超えたときは、いちばん古いCD
の記憶が消されて、新しいCDが記憶され
ます。

●タイトルの記憶は、CDごとに行われま
す。CDを取り出しても消えません。その
CDをマルチCDにセットしたときも、
ディスプレイにタイトルを表示させること
ができます。

CDのタイトルを表示させるCDを聞く

7
ディスクタイトル表示
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メインユニットx (例：KEH-P1000) の場合
●ファンクションモードはありません。
●詳細設定モードはありません。

ファンクション
F ボタンバンド

BAND ボタン

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）
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詳細設定モードにする

Fボタンを2 秒以上押す

詳細設定モードを切り換える

Fボタンを押す
プログラムファンクション設定モードになり
ます。 (☞ 便利な機能 t 44 ページ)

メモ
●詳細設定モードを解除するには、BANDボタンを
押します。

2

1

ふだんの操作以外の便利な機能を使うときは、モードを切り換えて操作します。

ファンクションモードを
切り換える

Fボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

BSSMモード (☞ TVを見る w 34 ページ)

↓
[モノラル受信モード] ※1

↓
音声切り換えモード (☞ TVを見るr 36 ページ)

↓
[選局方法切り換えモード] ※2

(☞ TVを見る t 37 ページ)

↓
BSSMモードに戻る

メモ
●ファンクションモードを解除するには、BANDボ
タンを押します。(約30秒間、何も操作しなかっ
たときも、自動的に解除されます。)

※1本機では、モノラルの操作は行えません。 (また、
モノラル受信機能が付いていないメインユニットで
は、このモードには切り換わりません。)

※2選局方法切り換え機能 (☞ TVを見る t 3 7 ペー
ジ) が付いていないメインユニットでは、このモー
ドには切り換わりません。

1

詳細設定モードの切り換えファンクションモードの切り換え

モードの切り換えかたTVを見る

1



テ
レ
ビ
を
見
る

34

複数のチャンネルを
自動的に記憶させる

受信状態の良いチャンネルを探して、自動
的にチャンネルの小さい順に記憶させること
ができます。

TVを見る

2

記憶させるバンドを選ぶ

BANDボタンを押す
(☞ ここだけで e 22 ページ)

BSSMモードにする

Fボタンを押して選ぶ
(☞ TVを見る q 33 ページ)

BSSMを始める

5ボタンを押す (∞ボタンで途中解除)
(メインユニットによっては、2秒以上押し
ます。)

記憶動作中に点滅します。
↓

BANDボタンを押して、ファンクション
モードを解除してください。

3

2

1

メインユニットx (例：KEH-P1000) の場合
●Dボタンを2秒以上押すと、BSSMを始めま
す。 (もう一度、Dボタンを押すと、BSSMを
途中で解除します。)

ファンクション
F ボタン

5/∞ボタン

バンド
BAND ボタン

1～6 のボタン

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）
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記憶させたチャンネルは、簡単に呼び出す
ことができます。

BSSM プリセットチューニング

記憶させたチャンネ
ルを呼び出す

TVを見る

3

記憶させたバンドを選ぶ

BANDボタンを押す
(☞ ここだけで e 22 ページ)

記憶させたチャンネルを
呼び出す

5または∞ボタンを押す
5：次の記憶番号のチャンネルを呼び出すとき
∞：前の記憶番号のチャンネルを呼び出すとき

受信中の記憶番号 受信チャンネル

メモ
●記憶番号1～6に記憶されているチャンネルは、
1～6のボタンで直接呼び出すこともできます。(記
憶番号7～12を直接呼び出すことはできません。)

2

1

受信中の記憶番号 受信チャンネル

記憶が終わると、1の記憶番号に記憶した
チャンネルを受信します。

メモ
●記憶できるチャンネルは、1バンドにつき12局
です。

●受信状態の良いチャンネルが、12局より少ないと
きは、前の記憶が残ることがあります。

●BSSMとは、Best Stations Sequential Memory
(ベストステーションズシーケンシャルメモリー)
の略です。

●本機のリモコンのBSSMボタンを2秒以上押すこ
とで、BSSMを操作することもできます。

●記憶させたチャンネルを呼び出すには (☞ TV を
見る e)

●1～6のボタンの1つを2秒以上押すことで、記憶
番号1～6に気に入ったチャンネルを1チャンネル
ずつ手動で記憶させることができます。 (手動
では、記憶番号7～12に記憶させることはできま
せん。)

テ
レ
ビ
を
見
る
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主音声 / 副音声切り換え

2 カ国語放送の
副音声を聞く

2カ国語放送 (音声多重放送) を受信している
ときは、主音声 (日本語) や副音声 (外国語) だ
けを聞くことができます。

TVを見る

4

音声切り換えモードにする

Fボタンを押して選ぶ
(☞ TVを見る q 33 ページ)

現在の音声状態が表示されます。

聞きたい音声を選ぶ

2または3ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

MAIN (主音声)

↑↓
SUB (副音声)

↑↓
MAIN＋SUB (主・副音声)

↓

BANDボタンを押して、ファンクション
モードを解除してください。

メモ
●洋画やニュースの2カ国語放送のように、2種類の
音声を持った放送のことを音声多重放送といいます。

●2カ国語放送の場合は、一般に主音声を日本語、副
音声を外国語 (例えば英語) で放送します。 (逆の
場合もあります。)

2

1

メインユニットx (例：KEH-P1000) の場合
●RPTボタンを押すごとに、主音声/副音声が切
り換わります。

ファンクション
F ボタン

2/3ボタン

バンド
BAND ボタン

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）
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選局方法を
切り換える

TVを見る

5

チェック◆選局方法切り換えモードがあるメインユニットの機能

自動選局ついて

自動的に受信状態の良いチャンネルを受信し
ます。
ボタンを押し続けている間、途中のチャンネ
ルをとばすことができます。

手動選局について

手動でチャンネルをあわせて選局します。電
波が弱く、自動選局ではとばしてしまうチャ
ンネルを受信するのに便利です。

選局方法切り換えモード
にする

Fボタンを押して選ぶ
(☞ TVを見る q 33 ページ)

聞きたい音声を選ぶ

2または3ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

AUTO (自動選局)

↑↓
MANU (手動選局)

↓
BANDボタンを押して、ファンクション
モードを解除してください。

2

1

本機でチャンネルを選局するには、2つの方法
があり、好みに応じて切り換えて使用します。

テ
レ
ビ
を
見
る
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ビデオを見る

本機に接続した8 mmビデオやポータブルビデ
オを見ることができます。 (☞ 取付説明書)

便利な機能

1

ビデオの電源を入れる
(☞ ビデオの説明書)

メインユニットのソースを
TVにする

SRCボタンを押す

音声ソース

本機のソースを
ビデオにする

A.SELボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

TV (テレビ)

↓
VTR1 (ビデオ1)

↓
VTR2 (ビデオ2)

↓
TVに戻る

メモ
●VTR1、VTR2は、設定メニューで“SELECT”に
している場合にのみ、切り換わります。 (☞ TVの
設定 e 74 ページ)

●V.SELボタンを押すと、本機に接続しているソー
スの映像だけを切り換えることができます。 (音声
と映像が一緒に切り換わらない場合は、「音声連動
マーク」が点灯するまでV.SELボタンを繰り返し
押してください。) (☞ 便利な機能 w)

●出力されている音声がTVの場合、音声ソース表示
は、チャンネル表示になります。

3

2

1

A.SEL ボタン
オーディオセレクト

V.SEL ボタン
ビジュアルセレクト

ソース
SRC ボタン

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）

本機のリモコン
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映像だけを切り換える便利な機能

2
バックグラウンド表示

■IP-BUS MAIN UNITモードの場合

「音声連動マーク」
(現在のソースの映像)

↓
BGNAVI (ナビゲーションの映像)

↓
BGTV (TVの映像)
↓

BGVTR1 (ビデオ1の映像)

↓
BGVTR2 (ビデオ2の映像)

↓
「音声連動マーク」に戻る

メモ
●VTR1、VTR2は、設定メニューで“SELECT”に
している場合にのみ、切り換わります。 (☞ TVの
設定 e 74 ページ)

●映像だけを切り換えると、8秒間だけ音声と映像の
状態が表示されます。

●出力されている音声がTVの場合、音声ソース表示
は、チャンネル表示になります。

●メインユニットのソースをTV以外にした場合、TV
またはナビゲーション、ビデオの映像を見ながら
メインユニットの各ソースの音声を聞くことができ
ます。

IP- BUS AV MASTERモードの場合
●ナビゲーションを組み合わせている場合でも、本
機で切り換えることはできません。 (AVマスター
ユニットで切り換えます。)

IP- BUS MAIN UNITモードの場合
●本機にナビゲーションが接続されていない場合、ナ
ビゲーションの映像には、切り換わりません。

●映像を持たないソースを聞いている場合、「音声連
動マーク」 (現在のソースの映像)に切り換えると、
映像は表示されません。

ナビゲーションまたはビデオの
電源を入れる
(☞ ナビゲーションまたはビデオの説明書)

メインユニットのソースを
TVにする

SRCボタンを押す

音声連動マーク 映像ソース

ナビゲーションまたは
ビデオの映像にする

Ｖ.SELボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

■IP-BUS AV MASTERモードの場合

「音声連動マーク」
(現在のソースの映像)

↓
BGTV (TVの映像)

↓
BGVTR1 (ビデオ1の映像)

↓
BGVTR2 (ビデオ2の映像)

↓
「音声連動マーク」に戻る

3

2

1

音声は現在聞いているソースのままで、映像だけを本機に接続しているソースの中からお好みのソー
ス (ナビゲーションやビデオ)に切り換えることができます。
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A.SEL ボタン
オーディオセレクト

ソース
SRC ボタン

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）

本機のリモコン
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「音声連動マーク」が消灯している場合、映像は現在見ているソースのままで、音声だけをお好みの
ソースに切り換えることができます。

本機に接続したソースを聞くとき

メインユニットの
ソースをTVにする

SRCボタンを押す

音声ソース

本機の音声を好みの
ソースに切り換える

A.SELボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

TV (テレビ)

↓
VTR1 (ビデオ1)
↓

VTR2 (ビデオ2)

↓
TVに戻る

メモ
●VTR1、VTR2は、設定メニューで“SELECT”に
している場合にのみ、切り換わります。 (☞ TVの
設定 e 74 ページ)

●出力されている音声がTVの場合、音声ソース表示
は、チャンネル表示になります。

●メインユニットのソースがTV以外の場合、本機の
ソース切り換えはできますが、本機の音声は出力
されません。 (メインユニットで選んだソースの音
声が出力されます。)

2

1メインユニットの音声を
好みのソースに切り換える

SRCボタンを押す
メインユニットに接続されているソースの順
に音声が切り換わります。

例) 1枚型CDに切り換えた場合

メモ

IP-BUS AV MASTERモードの場合
●本機の映像を見るには、AVマスターユニット側の
映像ソースをTVにしてください。

1

メインユニットに接続したソースを聞くとき

音声だけを切り換える便利な機能

3

チェック◆「音声連動マーク」が消灯しているときのみ操作できる機能です。(☞ 便利な機能w 39ページ)
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BSSM ボタン

本機のリモコン

チャンネルを確認する便利な機能

4
受信中のチャンネルやバンドなど、現在の
受信状態を表示させることができます。ま
た、現在のバンドに記憶されているチャン
ネルを、一覧表示させることもできます。

表示する

BSSMボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

チャンネルコール表示
↓

プリセットチャンネル一覧表示
↓

表示OFF

メモ
●呼び出した表示は、8秒間だけ表示されます。
●映像にテレビやVTRを選んでいる場合のみ、表示
を呼び出すことができます。

1
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■チャンネルコール表示

■プリセットチャンネル一覧表示

記憶されているチャンネル

音声ソース
音声連動マーク
映像ソース
リアーモニターのソース

バンド

チャンネルコール / プリセットチャンネル一覧
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よく使う機能を
学習させる

便利な機能

5

プログラムファンクション
設定モードにする

Fボタンを2 秒以上押してから、
Fボタンを押して選ぶ
(☞ CDを聞く q 24 ページ)

学習させたい機能を選ぶ

2または3ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

PAUSE (ポーズ)
↑↓

REPEAT (リピート)
↑↓

RANDOM (ランダム)

2

1ファンクション
F ボタン

プログラム
PGM ボタン

5ボタン2/3ボタン

バンド
BAND ボタン

メインコントローラー
(例：AVM-P7000）

メインユニットx (例：KEH-P1000) の場合
●プログラムファンクションはありません。

CDのときき

よく使う機能をソースごとに、PGMボタン
に学習させることができます。学習させた機
能は、モードを切り換えなくても操作できる
ようになります。(初期設定では、CDでポー
ズ、テレビでBSSMが学習されています。)
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プログラムファンクション

テレビで、プログラムファンクション設定
モードにするには、Fボタンを2秒以上押し
てから、Fボタンを押して選びます。(☞ TV
を見る q 3 3 ページ) テレビで学習できる機能
と、PGMボタンを押したときの動作は、以
下のようになります。 (組み合わせたメイン
ユニットによって、異なります。)

学習できる機能 押す 2 秒以上押す

BSSM OFF ON
[モノラル]※1 ----- -----
音声切り換え 切り換え -----
[選局方法切り換え]※2 切り換え -----

メモ
※1モノラル受信機能が付いていないメインユニットで
は、このモードには切り換わりません。
このモードに切り換わるメインユニットでも、本
機では、モノラルの操作は行えません。 (PGMボ
タンに学習させないでください。)

※2選局方法切り換え機能 (☞ TVを見る t 3 7 ペー
ジ) が付いていないメインユニットでは、このモー
ドには切り換わりません。

選んだ機能を学習させる

5ボタンを押す

点滅が止まり、選んだ機能が学習されます。
↓

BANDボタンを押して、プログラムファン
クション設定モードを解除してください。

学習させた機能を操作する

PGMボタンを押す
学習させた機能により、操作方法が以下の
ようになります。

学習できる機能 押す 2 秒以上押す

ポーズ ON/OFF -----
リピート ON/OFF -----
ランダム ON/OFF -----

4

3

テレビのとき
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A.SEL ボタン
オーディオセレクト

本機のリモコン

聞きたいソース (音源) に切り換えることができます。

ソースを
切り換える1

A.SELボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わり
ます。

テレビ
↓
VTR1 (別売)
↓
VTR2 (別売)
↓
1枚型CD
↓
マルチCD (別売)
↓
マルチMD (別売)
↓
電源OFF

聞きたいソース (音源) を選ぶここだけで

1
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ソース切り換え

メ モ
●接続していないソースには切り換わりません。
●CDやMDがセットされていないときは、そのソース
には切り換わりません。

●VTR1、VTR２は、設定メニューで“SELECT”
にしている場合にのみ、切り換わります。 (☞TVの
設定 e 74 ページ)

●本機をOFFにしても、FMカーステレオはOFFにな
りません。

電源を切る3
A.SELボタンを押す
本機の電源がOFFになるまで、ボタンを繰
り返し押してください。

●音声と映像が同時に切り換わらない場合
(☞ 音声と映像 q 68 ページ)

カーステレオで
各ソースの音声を聞く2

カーステレオのラジオ (FM) で、FM
モジュレーターで設定した周波数を受
信する (☞ TVの設定 r 75 ページ)

カーステレオのスピーカーから本機の音声
が出力されます。音量の調節をカーステレ
オで行ってください。

ADD-ON
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CD 挿入口
CD 0ボタン
CD イジェクト

初めに、本機にCDをセットしてください。

CDをセットする　● CDをセットする　● CDを取り出すここだけで

2
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メ モ
●CDをセットしたまま電源をOFFにしたり、他の
ソース (テレビやマルチCDなど) に切り換えること
もできます。 (☞ ここだけで q 46 ページ)

CDを取り出して
CD再生をやめる2

CD 0ボタンを押す

CDが出てきて、電源がOFFになります。

●出てきたCDはすぐに取り出して、保管
してください。

CDを
セットする1

タイトル面を上にして、CD挿入口に
差し込む

CDの再生が始まります。

CD シングル (8 cm CD) もアダプター
なしでセットできます。アダプターは
絶対使用しないでください。

ADD-ON
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A.SEL ボタン
オーディオセレクト

2/3ボタン

ここだけの操作で、CDを聞くことができます。

CDのふだんの操作　● 曲を選ぶ　● 早送り/早戻しをする　ここだけで

3

本機のリモコン

チェック◆最初に本機にCDをセットしてください。(☞ ここだけでw 48ページ)

ソースを
1 枚型CDにする1

A.SELボタンを押す
ボタンを押すごとにソースが切り換わります。

CDの再生が始まります。
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聞きたい曲を選ぶ
(または早送り/早戻し)2

2または3ボタンを押す
3：次の曲を選ぶとき (または早送り)
2：前の曲を選ぶとき (または早戻し)

曲番号 再生経過時間

選曲と早送り/早戻しの使い分け

聞きたい曲の選択 0.5秒未満
曲の早送り/早戻し 0.5秒以上押し

続けている間

ソース切り換え / トラックサーチ / 早送り/早戻し

カーステレオで
CDの音声を聞く3

カーステレオのラジオ (FM) で、FM
モジュレーターで設定した周波数を受
信する (☞ TVの設定 r 75 ページ)

カーステレオのスピーカーからCDの音声
が出力されます。音量の調節をカーステレ
オで行ってください。

CDの
再生をやめる4

A.SELボタンを押す
本機の電源がOFFになるまで、ボタンを繰
り返し押してください。

●音声と映像が同時に切り換わらない場合
(☞ 音声と映像 q 68 ページ)

メ モ
●“CMPOFF”表示は、マルチCD用の表示です。(☞
マルチCD r 65 ページ)

ADD-ON
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チェック◆最初にモニターを立ち上げておいてください。(☞ はじめにr 12ページ)

A.SEL ボタン
オーディオセレクト

BAND ボタン
バンド

2/3ボタン

ここだけの操作で、テレビを見ることができます。

テレビのふだんの操作　● バンドを選ぶ　● 放送局を選ぶ

本機のリモコン

ソースを
TVにする1

A.SELボタンを押す
ボタンを押すごとにソースが切り換わります。

8秒間受信状態が表示されます。

バンドを
選ぶ2

BANDボタンを押す
ボタンを押すごとに、次のようにバンドが
切り換わります。

ステレオ放送を受信 TV1 ←→ TV2
すると表示されます。

●より多くのチャンネルを記憶できるよう
に、1と2のバンドに分かれています。
(受信できるチャンネルはどちらも1～
62 CHです。)

ここだけで

4
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ソース切り換え / バンド切り換え / 自動選局

メ モ
●走行中にテレビの映像を見ることはできませんが、テ
レビの各操作を行うことはできます。 (音声を聞く
こともできます。)

●テレビの音声がFM放送と混信する場合は、FMモ
ジュレーターの周波数の設定を切り換えてください。
(☞ TVの設定 r 75 ページ)

カーステレオで
テレビの音声を聞く4

カーステレオのラジオ (FM) で、FM
モジュレーターで設定した周波数を受
信する (☞ TVの設定 r 75 ページ)

カーステレオのスピーカーからテレビの音
声が出力されます。音量の調節をカーステ
レオで行ってください。

テレビの
受信をやめる5

A.SELボタンを押す
本機の電源がOFFになるまで、ボタンを繰
り返し押してください。

●音声と映像が同時に切り換わらない場合
(☞ 音声と映像 q 68 ページ)

チャンネルを
選局する3

2または3ボタンを押す
3：次のチャンネルを選ぶとき
2：前のチャンネルを選ぶとき

受信チャンネル

選局方法の使い分け

手動選局 (1ステップずつ) 0.5秒未満
自動選局 0.5秒以上

●0.5秒以上押し続けている間、途中のチャ
ンネルをとばすことができます。ボタンを
離したところから自動選局を開始します。

●電波の強いチャンネルを選局するには、自
動選局を、電波の弱いチャンネルを選局
するには、手動選局をおすすめします。

ADD-ON
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マルチCDのふだんの操作　● CDを選ぶ　● 曲を選ぶ　　　　　　ここだけで

5

ここだけの操作で、マルチCDプレーヤーでCDを聞くことができます。

5/∞ボタン

A.SEL ボタン
オーディオセレクト

2/3ボタン

本機のリモコン

ソースを
マルチCDにする1

A.SELボタンを押す
ボタンを押すごとにソースが切り換わります。

マルチCDの再生が始まります

聞きたいCDを
選ぶ2

5または∞ボタンを押す
5：次のCDを選ぶとき
∞：前のCDを選ぶとき

CD番号
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ソース切り換え / ディスクサーチ / トラックサーチ / 早送り/早戻し

　　　　● 早送り/早戻しをする　

聞きたい曲を選ぶ
(または早送り/早戻し)3

2または3ボタンを押す
3：次の曲を選ぶとき (または早送り)
2：前の曲を選ぶとき (または早戻し)

曲番号 再生経過時間

選曲と早送り/早戻しの使い分け

聞きたい曲の選択 0.5秒未満
曲の早送り/早戻し 0.5秒以上押し

続けている間

カーステレオで
マルチCDの音声を聞く4

カーステレオのラジオ (FM) で、FM
モジュレーターで設定した周波数を受
信する (☞ TVの設定 r 75 ページ)

カーステレオのスピーカーからマルチCD
の音声が出力されます。音量の調節をカー
ステレオで行ってください。

マルチCDの
再生をやめる5

A.SELボタンを押す
本機の電源がOFFになるまで、ボタンを繰
り返し押してください。

●音声と映像が同時に切り換わらない場合
(☞ 音声と映像 q 68 ページ)

メ モ
●本機に接続できるマルチCDプレーヤーは、1台のみ
です。

●マルチCDプレーヤーには、本機では操作できない
機能がいくつかあります。本機で操作できる機能は、
本書に記載されている機能のみです。

●マルチCDが準備動作 (CDの有無の確認やCDの情報
の読み込みなど) をしている場合があります。この
とき、ソースをマルチCDに切り換えると“READY”
が表示されます。

●マルチCD再生中にマルチCDからマガジンを取り出
すと、“NO MAG”が表示されます。

ADD-ON
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マルチMDのふだんの操作　● MDを選ぶ　● 曲を選ぶ　　　　　ここだけで

6

ここだけの操作で、マルチMDでMDを聞くことができます。

5/∞ボタン

A.SEL ボタン
オーディオセレクト

2/3ボタン

本機のリモコン

ソースを
マルチMDにする1

A.SELボタンを押す
ボタンを押すごとにソースが切り換わります。

マルチMDの再生が始まります

聞きたいMDを
選ぶ2

5または∞ボタンを押す
5：次のMDを選ぶとき
∞：前のMDを選ぶとき

MD番号
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こ
こ
だ
け
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ソース切り換え / ディスクサーチ / トラックサーチ / 早送り/早戻し

　　　● 早送り/早戻しをする

メ モ
●本機に接続できるマルチMDプレーヤーは、1台の
みです。

●マルチMDプレーヤーには、本機では操作できない
機能がいくつかあります。本機で操作できる機能は、
本書に記載されている機能のみです。

●MDを再生しているときに、マルチMDプレー
ヤーのSTOPボタンを押すと“STOP”が表示され、
再生が停止されます。もう一度再生を始めたいとき
は、5/∞ボタンで再生したいディスクを選んでくだ
さい。

聞きたい曲を選ぶ
(または早送り/早戻し)3

2または3ボタンを押す
3：次の曲を選ぶとき (または早送り)
2：前の曲を選ぶとき (または早戻し)

曲番号 再生経過時間

選曲と早送り/早戻しの使い分け

聞きたい曲の選択 0.5秒未満
曲の早送り/早戻し 0.5秒以上押し

続けている間

カーステレオで
マルチMDの音声を聞く4

カーステレオのラジオ (FM) で、FM
モジュレーターで設定した周波数を受
信する (☞ TVの設定 r 75 ページ)

カーステレオのスピーカーからマルチMD
の音声が出力されます。音量の調節をカー
ステレオで行ってください。

マルチMDの
再生をやめる5

A.SELボタンを押す
本機の電源がOFFになるまで、ボタンを繰
り返し押してください。

●音声と映像が同時に切り換わらない場合
(☞ 音声と映像 q 68 ページ)

ADD-ON
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PAUSEボタン
ポーズ

MODEボタン
モード

リピート再生

同じ曲を
繰り返し聞く

CDを聞く

1
今聞いている曲を繰り返し聞くことができます。

リピート再生をONにする

MODEボタンを押す
ボタンを押すごとにON/OFFします。

リピート再生中に表示されます。

1

ランダム再生

いつもと違う曲順で
聞く

CDを聞く

2
選曲をCDプレーヤーにまかせて、いつもと違
う曲順 (ランダム) で再生することができます。

ランダム再生をONにする

MODEボタンを2 秒以上押す
ボタンを2秒以上押すごとにON/OFFします。

ランダム再生中に表示されます。

1



59

A
D
D
-O
N

Ｃ
Ｄ
を
聞
く

CD再生を
一時停止する

ポーズ

CD再生を一時停止することができます。

CDを聞く

3

CD再生を一時停止する

PAUSEボタンを押す
ボタンを押すごとにON/OFFします。

一時停止中に表示されます。

1
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5/∞ボタン

BAND ボタン
バンド

BSSM ボタン

記憶させるバンドを選ぶ

BANDボタンを押す
(☞ここだけで r 52 ページ)

BSSMを始める

BSSMボタンを2 秒以上押す
(もう一度押すと途中解除)

記憶動作中に点滅します。

↓

記憶されたチャンネル 受信チャンネル

記憶が終わると、記憶した中から一番小さ
いチャンネルを受信します。

メモ
●記憶できるチャンネルは、1バンドにつき12局です。
●受信状態の良いチャンネルが、12局より少ないと
きは、前の記憶が残ることがあります。

●BSSMとは、Best Stations Sequential Memory
(ベストステーションズシーケンシャルメモリー)
の略です。

●記憶させたチャンネルを呼び出すには (☞ TVを見
る w)

2

1

BSSM

複数のチャンネルを自動的に記憶させるTVを見る

1
受信状態の良いチャンネルを探して、自動的にチャンネルの小さい順に記憶させることができます。
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記憶させたチャンネルは、簡単に呼び出す
ことができます。

プリセットチューニング

記憶させたチャンネ
ルを呼び出す

TVを見る

2

記憶させたバンドを選ぶ

BANDボタンを押す
(☞ここだけで r 52 ページ)

記憶させたチャンネルを
呼び出す

5または∞ボタンを押す
5：次のチャンネルを呼び出すとき
∞：前のチャンネルを呼び出すとき

受信チャンネル

2

1
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PAUSEボタン
ポーズ

MODEボタン
モード

再生範囲について

再生範囲 (繰り返し聞く範囲) は、次の中か
ら選ぶことができます。

再生範囲 (表示) リピート再生の内容

トラックリピート 再生中の曲を繰り返し再生
(TRK RPT) します。
ディスクリピート 再生中の CD を繰り返し
(DISC RPT) 再生します。
マルチCDリピートマルチCDにセットされて
(MAG RPT) いるすべてのCDを通して

再生します。(通常はこの
モードにしておきます。)

再生範囲を切り換える

MODEボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

MAG RPT (マルチCDリピート)
↓

TRK RPT (トラックリピート)
↓

DISC RPT (ディスクリピート)
↓

MAG RPTに戻る

選んだ再生範囲が表示されます。

1

リピート再生

同じ曲やCDを繰り返し聞くマルチCD

1
今聞いている曲を繰り返し聞いたり、1枚のCDを繰り返し聞くなど、繰り返し再生する範囲を
選ぶことができます。
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ランダム再生

いつもと違う曲順で
聞く

マルチCD

2

再生範囲を選ぶ

MODEボタンを押して選ぶ
(☞マルチCD q)

選んだ再生範囲内でランダム再生が行われ
ます。

ランダム再生をONにする

MODEボタンを2 秒以上押す
ボタンを2秒以上押すごとにON/OFFします。

ランダム再生中に表示されます。

メモ
●ランダム再生中に、再生範囲を切り換えると
ランダム再生は解除されます。

2

1

選曲をマルチCDにまかせて、いつもと違う曲
順 (ランダム) で再生することができます。

マ
ル
チ
Ｃ
Ｄ
で
Ｃ
Ｄ
を
聞
く

A
D
D
-O
N

CD再生を一時停止する

PAUSEボタンを押す
ボタンを押すごとにON/OFFします。

一時停止中に表示されます。

1

ポーズ

CD再生を
一時停止する

マルチCD

3
CD再生を一時停止することができます。
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PAUSEボタン
ポーズ



コンプレッション/DBE
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マ
ル
チ
Ｃ
Ｄ
で
Ｃ
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A
D
D
-O
N

CD の音質を調整するマルチCD

4

機能を選ぶ

PAUSEボタンを2 秒以上押す
ボタンを2秒以上押すごとに、次のように切
り換わります。

CMPOFF
↓
CMP1 (コンプレッション1)
↓
CMP2 (コンプレッション2)
↓
COMP OFF
↓
DBE 1
↓
DBE 2
↓
最初のCMPOFFに戻る

メモ
●CMP、DBEともに1より2の方が効果が大きくな
ります。

1
コンプレッションについて

コンプレッションは、大きな音を抑え、小さ
な音を押し上げて、大きな音と小さな音の
音量差を小さくする機能です。この機能は、
小さな音が聞きとりにくいようなときにお使
いになると便利です。

DBEについて

DBEとは、Dynamic Bass Emphasis (ダイ
ナミックバスエンファシス)の略です。DBE
は、車内で不足しがちな低音域を押し上げ
る機能です。

現在のCMP/DBEの状態が表示されます。

大きな音と小さな音の音量差を小さくしたり、低音域を押し上げたりすることができます。
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MODEボタン
モード

再生範囲について

再生範囲 (繰り返し聞く範囲) は、次の中か
ら選ぶことができます。

再生範囲 (表示) リピート再生の内容

トラックリピート 再生中の曲を繰り返し再生
(TRK RPT) します。
ディスクリピート 再生中のMD を繰り返し
(DISC RPT) 再生します。
マルチMDリピートマルチMDにセットされて
(MAG RPT) いるすべてのMDを通して

再生します。(通常はこの
モードにしておきます。)

再生範囲を切り換える

MODEボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

MAG RPT (マルチMDリピート)
↓

TRK RPT (トラックリピート)
↓

DISC RPT (ディスクリピート)
↓

MAG RPTに戻る

選んだ再生範囲が表示されます。

1

リピート再生

同じ曲やMDを繰り返し聞くマルチMD

1
今聞いている曲を繰り返し聞いたり、1枚のMDを繰り返し聞くなど、繰り返し再生する範囲を
選ぶことができます。
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ランダム再生

いつもと違う曲順で聞くマルチMD

2

ランダム再生について

次の中からランダム再生を選ぶことができます。

再生の種類(表示) ランダム再生の内容

ランダム1 再生中のMDの中から、
(RDM1) 曲順に関係なく選曲され

ます。再生中のMDのす
べての曲を再生し終わる
と、次のMDに切り換わ
り、ランダム再生を続け
ます。

ランダム2 すべてのMDのすべての
(RDM2) 曲から、曲順に関係なく

選曲されます。

ランダム再生を切り換える

MODEボタンを2 秒以上押す
ボタンを2秒以上押すごとに次のように切り換
わります。

RDM1 (ランダム1)
↓

RDM2 (ランダム2)
↓

RDM1 に戻る

ランダム再生中に表示されます。

■リピート再生との組み合わせ
ランダム再生は、次のようにリピート再生と
組み合わせることができます。

表示 再生方法

MAG RPT、RDM1 ランダム1
DISC RPT、RDM1 ランダム1、ディスクリ

ピート
MAG RPT、RDM2 ランダム2

1

選曲をマルチMDにまかせて、いつもと違う曲順 (ランダム) で再生することができます。



バックグラウンド表示

映像だけを切り換える音声と映像

1

ナビゲーションまたはビデオの
電源を入れる
(☞ ナビゲーションまたはビデオの説明書)

ナビゲーションまたは
ビデオの映像にする

Ｖ.SELボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

音声連動マーク 映像ソース

「音声連動マーク」
(現在のソースの映像)

↓
BGNAVI (ナビゲーションの映像)

↓
BGTV (TVの映像)

↓
BGVTR1 (ビデオ1の映像)

↓
BGVTR2 (ビデオ2の映像)

↓
「音声連動マーク」に戻る

メモ
●VTR1、VTR2は、設定メニューで“SELECT”に
している場合にのみ、切り換わります。 (☞ TVの
設定 e 74 ページ)

●接続していないソースには、切り換わりません。
●映像だけを切り換えると、8秒間だけ音声と映像の
状態が表示されます。

●出力されている音声がTVの場合、音声ソース表示
は、チャンネル表示になります。

2

1

音声は現在聞いているソースのままで、映像だけをお好みのソース (ナビゲーションやビデオ)に切り
換えることができます。

音
声
と
映
像
の

便
利
な
機
能

68

A.SEL ボタン
オーディオセレクト

V.SEL ボタン
ビジュアルセレクト
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音声だけを切り換える音声と映像

2
「音声連動マーク」が消灯している場合、映像は現在見ているソースのままで、音声だけをお好みの
ソースに切り換えることができます。

音声を好みの
ソースに切り換える

A.SELボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

音声ソース

TV (テレビ)

↓
VTR1 (ビデオ1)

↓
VTR2 (ビデオ2)

↓
1枚型CD

↓
マルチCD (別売)
↓

マルチMD (別売)

↓
OFF

メモ
●VTR1、VTR2は、設定メニューで“SELECT”に
している場合にのみ、切り換わります。 (☞ TVの
設定 e 74 ページ)

●接続していないソースには、切り換わりません。
●出力されている音声がTVの場合、音声ソース表示
は、チャンネル表示になります。

1

チェック ◆ 「音声連動マーク」が消灯しているときのみ操作できる機能です。(☞音声と映像 q)
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BSSM ボタン

表示する

BSSMボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

チャンネルコール表示
↓

プリセットチャンネル一覧表示
↓

表示OFF

メモ
●呼び出した表示は、8秒間だけ表示されます。
●映像にテレビやVTRを選んでいる場合のみ、表示
を呼び出すことができます。

1

チャンネルコール / プリセットチャンネル一覧

チャンネルを確認する音声と映像

3
受信中のチャンネルやバンドなど、現在の受信状態を表示させることができます。また、現在の
バンドに記憶されているチャンネルを、一覧表示させることもできます。
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■チャンネルコール表示

■プリセットチャンネル一覧表示

記憶されているチャンネル

音声ソース
音声連動マーク
映像ソース
リアーモニターのソース

バンド

チャンネルコール / プリセットチャンネル一覧 (つづき)
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MENU ボタン
メニュー
5/∞ボタン

BAND ボタン
バンド

2/3ボタン

V.SEL ボタン
ビジュアルセレクト

設定メニューを表示する

MENUボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

［画質調整モード］※1

(☞ TVの設定 w)

↓
［FMモジュレーター設定モード］※2

(☞ TVの設定 r 75 ページ)

↓
［主音声 / 副音声切換モード］※2

(☞ TVの設定 y 77 ページ)

↓
ビデオ入力設定モード
(☞ TVの設定 e 74 ページ)

↓
テレビアンテナ設定モード
(☞ TVの設定 t 76 ページ)

↓
設定メニューOFF

メモ
●設定メニューを解除するには、BANDボタンを押
します。(約30秒間、何も操作しなかったときも、
自動的に解除されます。)

※1 AVマスターユニットと組み合わせた場合は、切り
換わりません。

※2 AVマスターユニットやIP-BUS入力付きメインユ
ニットと組み合わせた場合は、切り換わりません。
主音声/副音声を切り換えるには (☞TVを見る r

36 ページ)

1

設定メニューの切り換えかたTVの設定

1
設定メニューでは、本機をより便利にお使いいただくために、各機能の設定や調整を行うことが
できます。
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色の濃さ / 色あい / 鮮明さ

映像の色や鮮明さを調節するTVの設定

2

調整したい映像を選ぶ

V.SELボタンを押す
(☞ 音声と映像 q 68 ページ) 

画質調整モードにする

MENUボタンを押して選ぶ
(☞ TVの設定 q)

調整したい項目を選ぶ

5または∞ボタンを押す
5：上の項目を選ぶとき
∞：下の項目を選ぶとき

調整する

2または3ボタンを押す

調整項目 2 側 3 側

色の濃さ 薄くなる 濃くなる
(COLOR)
色あい 肌色が紫がかる 肌色が緑がかる
(HUE)
鮮明さ 映像の輪郭を 映像の輪郭を
(SHARPNESS) くっきりさせる やわらかくする

↓

BANDボタンを押して、設定メニューを
解除してください。

メモ
●テレビ、VTR1、VTR2、ナビゲーションの映像
で、調整内容が別々に記憶されます。

●ナビゲーションの映像では、色の濃さと色あいは
調整できません。

4

3

2

1

映像の色の濃さ、色あい、鮮明さをお好みに合わせて調整することができます。

テ
レ
ビ
の
設
定

チェック ◆ IP- BUS MAIN UNITモード、ADD-ONモードの機能です。
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MENU ボタン
メニュー
5/∞ボタン

BAND ボタン
バンド

2/3ボタン

入力設定

ビデオ入力の設定をするTVの設定

3

ビデオ入力設定モードにする

MENUボタンを押して選ぶ
(☞ TVの設定 q 72 ページ)

調整したい項目を選ぶ

5または∞ボタンを押す
5：VTR1 INを選ぶとき
∞：VTR2 INを選ぶとき

ビデオ入力の
設定を選ぶ

2または3ボタンを押す
3：SELECTを選ぶとき
2：NO SELECTを選ぶとき

↓
BANDボタンを押して、設定メニューを
解除してください。

メモ
●外部ビデオを接続していない場合は、ビデオ入力を
“NO SELECT”にしておきます。
●外部ビデオを接続していても、ビデオ入力の設定
が“SELECT”になっていないと、ビデオの映像
や音声に切り換わりません。

4

2

1

本機に外部ビデオ機器を接続した場合、ビデオ入力の設定を“SELECT”にします。
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FMモジュレーター

音声をFMモジュレーターで出力するTVの設定

4

送信周波数について

電波の強い放送局と混信しているなど、FM
モジュレーターから出力される音声が聞き取
りにくい場合に、他の周波数に切り換える
ことができます。

レベルについて

FM放送の音量に比べ、出力される音声が小
さい、大きい、歪んでいると感じた場合は
FMモジュレーターの出力レベルを調節する
ことができます。

FMモジュレーター設定
モードにする

MENUボタンを押して選ぶ
(☞ TVの設定 q 72 ページ)

送信周波数を選ぶ

2または3ボタンを押す
3：周波数を高くするとき
2：周波数を低くするとき

87.7～89.9 MHzの間で調節できます。

レベルを選ぶ

∞ボタンを押す

レベルを調整する

2または3ボタンを押す
3：出力レベルを大きくするとき
2：出力レベルを小さくするとき

ー3～+3の間で調節できます。

↓
BANDボタンを押して、設定メニューを
解除してください。

メモ
●周波数が“OFF”になっている場合は、レベルを
選ぶことはできません。

4

3

2

1

テレビ、ビデオの音声をFM付きカーステレオで聞くことができます。

チェック ◆ ADD-ONモードの機能です。
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MENU ボタン
メニュー

BAND ボタン
バンド

2/3ボタン

TVアンテナの設定

テレビアンテナの設定をするTVの設定

5

テレビアンテナ
設定モードにする

MENUボタンを押して選ぶ
(☞ TVの設定 q 72 ページ)

テレビアンテナ端子に
接続した数に切り換える

2または3ボタンを押す
3：数を多くするとき
2：数を少なくするとき

表示 接続した端子の数

4 SELECT 1～4端子全てに接続
3 SELECT 1～3端子に接続
2 SELECT 1～2端子に接続
1 SELECT 1端子にのみ接続

↓

BANDボタンを押して、設定メニューを
解除してください。

2

1

ハイダウェイTVチューナーの4つのTVアンテナ接続端子のうち、実際にTVアンテナを接続した
数と同じ数を設定します。
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主音声 / 副音声切り換え

2 ヶ国語放送の
副音声を聞く

TVの設定

6
2ヵ国語放送 (音声多重放送) を受信してい
るときは、主音声 (日本語) や副音声 (外国
語) だけを聞くことができます。

音声切り換えモードにする

MENUボタンを押して選ぶ
(☞ TVの設定 q 72 ページ)

聞きたい音声を選ぶ

2または3ボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

MAIN (主音声)

↑↓
SUB (副音声)
↑↓

MAIN＋SUB (主・副音声)

↓

BANDボタンを押して、設定メニューを
解除してください。

メモ
●洋画やニュースの2カ国語放送のように、2種類の
音声を持った放送のことを音声多重放送といいます。

●2カ国語放送の場合は、一般に主音声を日本語、副
音声を外国語 (例えば英語) で放送します。 (逆の
場合もあります。)

2

1

チェック ◆ ADD-ONモードの機能です。
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ワイドモード
インジケーター

外光センサー

0ボタン
オープン /クローズ

WIDEボタン
ワイド

BRIGHTボタン
ブライト

オートディマーをONにする

WIDEボタンを2 秒以上押す
ボタンを2秒以上押すごとにON/OFFします。

■オートディマーがONのとき

選んでいるワイドモードが赤く点灯し、その
他のワイドモードは緑に点灯しています。

選んでいるワイドモード

■オートディマーがOFFのとき

選んでいるワイドモードが赤く点灯し、その
他のワイドモードは消灯しています。

選んでいるワイドモード

1

オートディマー

液晶画面の明るさを自動的に調整するその他

1
周囲の明るさにあわせて、自動的に液晶画面の明るさを調整することができます。この機能により、
常に液晶画面を見やすい明るさにしておくことができます。
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自動開閉機能のON/OFFを設定します。

明るさ

液晶画面の
明るさを調整する

その他

2
自動収納 / 立ち上げ機能

モニター立ち上げの
設定をする

その他

3

車のエンジンスイッチをOFF
にする

自動収納/自動立ち上げ機能を
解除する

0ボタンを押しながら、車のエンジン
スイッチをON（またはACC) にする

自動収納/立ち上げ機能が解除されます。

●もう一度同じ操作を行うと、自動収納/立
ち上げ機能が設定されます。

メモ
●オートマチック車のシフトレバーが“P”(パーキ
ング) の位置のとき、自動開閉機能でモニターがシ
フトレバーに当ってしまう場合や、モニターの立
ち上げを自動的に行いたくない場合は、自動開閉
の設定を“OFF”にしてください。

2

ACC ON START

LO
CK

1
明るさを調節する

BRIGHTボタンを押す
＋：明るくするとき
－：暗くするとき

メモ
●車のライトがOFFのとき (明るい昼間) と車のライ
トがONのとき (暗い夜間) の調整内容が別々に記
憶されます。

1

本機では、液晶画面自体の明るさを調整
することができます。夜間、周囲が暗く
なり、画面がまぶしくなったときなどに、
調整してください。

そ
の
他
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ワイドモード
インジケーター WIDEボタン

ワイド

ワイドモード ( ジャスト / フル /  シネマ / ズーム / ノーマル)

ワイド画面の拡大のしかたを切り換えるその他

4

画面の表示方法を選ぶ

WIDEボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

ジャスト
↓
フル
↓
シネマ
↓
ズーム
↓
ノーマル
↓
ジャストに戻る

選んでいるワイドモード

メモ
●テレビやビデオの映像のときに、ここで設定した
ワイドモードの映像になります。

●DVDナビゲーションの映像は、ワイドモードの切
り換えはできません。

●各映像で、設定内容が別々に記憶されます。
●AVマスターユニットを組み合わせた場合、曲名や
経過時間を表示する各ソースの画面は、“FULL”
以外に切り換えることはできません。

1

4：3の映像を16：9の映像に拡大するときの方法を選ぶことができます。通常のテレビ番組を
見るときや、映画を見るときなど、お好みに合わせて切り換えてください。
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ワイドモード ( ジャスト / フル /  シネマ / ズーム / ノーマル) (つづき)

そ
の
他
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↓

↓

↓

↓

テレビの4 ：3 の映像
（通常の映像）

フルまたはジャスト
（シネマやズームにすると、映像の上下が
欠けてしまいます。）

映画サイズの映像
(横長の映像)

ズーム
（映画サイズの映像は、上下に黒帯が付い
ていますので、ズームが適しています。）

字幕が映像の外にある、映画サイズの映像
(横長の映像)

シネマ
（ズームでは欠けてしまう、映像の外の字
幕を表示できます。）

字幕が映像の外にある映画

字幕が映像の中にある映画

通常の映像と
同じですので、
違和感があり
ません。

ノーマル
4：3の映像をそのまま表示します。

映画サイズの
映像 (横長の
映像) に適し
たモードです。

ズーム
4：3の映像の上下、左右を同じ比率で
拡大します。

字幕が映像の
外にある、映
画サイズの映
像 (横長の映
像) に適した
モードです。

シネマ
フルとズームの中間の比率で、上下を拡
大します。

テレビの4：3
の映像 (通常
の映像) が欠け
ることなく、ワ
イド画面で楽
しめます。

フル
4：3の映像の左右だけを拡大します。

4:3 の映像を
ワイド画面で
も違和感の少
ない状態で楽
しむことがで
きます。

ジャスト
中央付近は少し、両端ほど横に拡大します。

この映像にはこのワイドモード
をおすすめします
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REAR ボタン
リアーソース

リアーモニターを切り換えるその他

5

リアーモニター映像について

●リアーモニターには、映像、音声、チャン
ネルなどの情報や設定メニューは表示され
ません。 (☞ TVの設定 q 72 ページ)

●リアーモニターには、パーキングブレー
キのON/OFFに関係なく映像が表示され
ますので、走行中でもテレビやビデオの
映像を見ることができます。

リアーモニターのソースを切
り換える

REARボタンを押す
ボタンを押すごとに次のように切り換わります。

TV (テレビ) 
↓
VTR1 (ビデオ1) 
↓
VTR2 (ビデオ1) 
↓
OFF

リアーモニターのソース

メモ
●リアーモニターの映像と音声を、別々に切り換え
ることはできません。

1

RCAリアーモニター出力に、後部座席専用のモニターを接続すれば、本機の映像を後部座席でも楽し
むことができます。リアーモニター (詳しい接続方法は (☞ 取付説明書))

安全走行のために
リアーモニターは、運転者が走行中に映像
を見ることができる位置には、絶対に設置
しないで下さい。
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モニターの正しい使いかたその他

6

●温度が－20度以下または＋60度以上に
なるところでは、お使いにならないでく
ださい。

●直射日光の当たる状態で長時間使用する
と、高温になり、モニターの液晶画面が
故障する恐れがあります。できる限り
モニターに直射日光が当たらないようにし
てください。また、本機を使用してない
ときは、本体にモニターを収納してくだ
さい。

●モニターの液晶画面は、車内での視認性
向上のためにむき出しになっています。故
障する恐れがありますので、液晶画面を
強く押さないでください。

●モニターを立ち上げたときに、モニター
の上に物を置いたり、モニターの角度調
節や立ち上げ、収納を手動で行ったりし
ないでください。モニターに強い力が加
わると故障することがあります。

●モニターを立ち上げたときに、モニター
がエアコンの吹き出し口の近くに来る場合
は、エアコンの風がモニターに当たらな
いようにしてください。ヒーターの熱で
液晶が壊れたり、クーラーの冷気でモニ
ター内部に水滴がついて故障する恐れがあ
ります。

●モニターの立ち上げや収納のときに、物
をはさまないように注意してください。物
がはさまると、モニターが動かなくなる
ことがあります。モニターが動かなく
なった場合は、はさまった物を取り除い
てもう一度0ボタンを押してください。

●助手席にエアバックなど安全装置装着車の
場合は、安全装置の作動に支障のないよ
うにご注意ください。

取扱上のご注意



●モニター画面の中に小さな黒い点や明るく
光る点 (輝点) がでることがあります。こ
れは液晶モニター特有の現象で故障ではあ
りません。

●寒いところでお使いになるときは、電源
を入れた後、しばらく画面が暗いことが
あります。時間がたつと正常な明るさに
戻ります。

●モニター画面に直射日光が当たると、光
が反射し画面が見づらくなりますので、直
射日光をさえぎってください。

液晶画面を光らせるために、モニター内部
に小型蛍光管を使用しています。この蛍光
管は消耗品で寿命があります。

●蛍光管の寿命は約1万時間ですが、寒いと
ころでお使いになりますと、寿命が短く
なることがあります。

●蛍光管が寿命になると、画面が暗く
なったり、映像が映らなくなったりしま
す。このときはお買い上げの販売店に、蛍
光管の交換を依頼してください。

●画面に付いたホコリやモニターの汚れを清
掃するときは、電源を切ってから、
柔らかい布でから拭きしてください。

●画面をふくときは、ツメで引っかかない
ように注意してください。画面にキズが
付くと映像が見づらくなります。

●化学ぞうきんをお使いの場合は、化学
ぞうきんに添付の注意事項をよくお読みく
ださい。

●ぬれたぞうきんは使用しないでください。ま
た、ベンジンやアルコールなどの揮発性の
薬品は使用しないでください。

共
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液晶画面について

小型蛍光管について

お手入れについて
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●下記マークの付いているコンパクトディス
ク (光学式デジタルオーディオディスク)
をご使用ください。

●ひび、キズ、そりのある CD は使用しない
でください。

●特殊形状のディスクは、使用しないでくだ
さい。故障の原因になります。

●CDは、下図のように、信号記録面 (虹色に
光っている面) をさわらないように持ってく
ださい。

●CDにキズを付けないでください。

●CDにシールなどを貼り付けないでください。

●直射日光の当るところや高温になるところ
には、CDを保管しないでください。

●CDがそらないように、必ずケースに入れて
保管してください。

メモ
●製品設計上配慮していますが、機構上あるいは使
用環境・ディスクの取り扱いなどにより、ディス
ク面に実使用上支障のない程度のキズが付くことが
あります。これは、製品の故障ではありません。
一般的な消耗としてご理解ください。

COMPACT

DIGITAL AUDIO

CDの正しい使いかたその他

7

使用できるCDについて

保管上のご注意

取り扱い上のご注意
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●CD が汚れたときは、柔らかいきれいな布
でCD の内周から外周方向へ軽くふいてく
ださい。

●アナログ式レコード用のクリーナー、静電
気防止剤などは使用しないでください。ま
たベンジンやシンナーなどの揮発性の薬品
をかけないでください。

●当社では、CD 用のクリーニングキット
「JV-D11」を別売しています。カーステレ
オ販売店でお買い求めください。

●走行中、振動のショックで音飛びを起こす
ことがあります。

●寒いとき、ヒーターを入れた直後に CD 再
生を始めると、本機内部の光学系レンズや
CDに露が生じて、正常な再生ができない
ことがあります。
このようなときは、1 時間ほど放置して自
然に露がとれるのをお待ちください。CD
に付いた露は柔らかい布でふいてください。

シンナー ベンジン

レコード
クリーナー

お手入れについて CD再生の環境について



［色あい］の調整が適切でない。

症　　状

電源が入らない。
動作しない。
画面が正しく表示され
ない。

各リード線や各コネクターが正
しく接続されていない。

正しく確実に接続されているかどうか、
もう一度確認してください。(☞ 取付説

明書)

組み合わせたシステムに合ったモードに
切り換えてください。(☞ はじめに q 9

ページ)

モード切り換えスイッチの設定
が適切でない。

車のエンジンスイッチを
OFFにしてもモニター
が収納されない。

自動開閉機能が解除されている。
自動開閉機能をONにしてください。
(☞ その他 e 79 ページ)

[HUE] を調整してください。
(☞ TVの設定 w 73 ページ)

[COLOR] を調整してください。
(☞ TVの設定 w 73 ページ)

［色の濃さ］の調整が適切で
ない。

映像の色が薄い。
または濃い。

映像の色あいがおか
しい。

[SHARPNESS] を調整してください。
(☞ TVの設定 w 73 ページ)

［鮮明さ］の調整が適切でない。
映像がぼやける。
またはチカチカする。

———液晶特有の現象で、故障ではあ
りません。

液晶画面の中に、小さ
な黒点や輝点がある。

———ワイド画面特有の現象で、
故障ではありません。

映像がキザキザに表示
される。

原　　因 処　　置
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チェックしても
直らないときは

本機をリセットしてくだ
さい。 (☞ その他 !0 9 2

ページ)

故障かな？と
思ったら

修理を依頼される前に、
次の表の内容をチェック
してください。

故障かな？と思ったらその他

8

それでも
直らないときは

保証書とアフターサービ
ス (☞ その他 !1 93 ページ)

をお読みになり、修理を
依頼してください。

■共通項目

液晶モニターは、周囲の温度が低いと
画面が暗くなることがありますので、
ヒーターで車内の温度を上げてください。

液晶画面が暗い。

［明るさ］の調整が適切でない。
[明るさ]を調整してください。
(☞ その他 w 79 ページ)

車内の温度が低い。



設定を切り換えてください。
IP- BUSモード (☞ 便利な機能 w 39 ページ)

ADD-ONモード (☞音声と映像q 68ページ)

映像と音声を別々に切り換える
設定になっている。

映像と音声が合ってい
ない。

音が出ない。
音が小さい。

音量を下げている。

設定を切り換えてください。
IP- BUSモード (☞ ここだけで w 21 ページ)

IP- BUSモード (☞ ここだけで e 23 ページ)

ADD- ONモード (☞ FM付きカーステレオ

ADD-ONモード の説明書)

FMモジュレーターの設定が
“OFF”になっている。
(ADD-ONモードのとき)

本機の送信周波数とFM付きカーステレ
オの受信周波数を合わせてください。
(☞ FM付きカーステレオの説明書)

FM付きカーステレオの受信周
波数が合っていない。
(ADD-ONモードのとき)

FMモジュレーターを使用しないとき
は、FMモジュレーターの設定を“OFF”
にしてください。 (☞ TV の設定 r 7 5

ページ)

FMモジュレーターを使用しな
いときに、FMモジュレーター
の設定がOFF”以外になって
いる。

カーステレオのラジオ
が聞きづらい。

症　　状 原　　因 処　　置
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■共通項目 (つづき)

設定を切り換えてください。(☞ TVの設

定 r 75 ページ)
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■ CD

処　　置原　　因症　　状

CD再生中、大きな雑
音が出る。
CDの再生が途中で止
まる。
CD が自動的に出て
くる。

CDに大きなキズやそりがある。
他のCDと交換してください。良くなれ
ばCDの不良です。

CDの汚れをふき取ってください。
(☞ その他 u 87 ページ)

CDが極端に汚れている。

CDの曇りや水滴をふき取ってください。
(☞ その他 u 87 ページ)

CDにくもりや水滴が付いている。

CDのタイトル面を上にしてセットしてく
ださい。
IP- BUSモード (☞ ここだけで q 19 ページ)

ADD-ONモード (☞ ここだけで w 49 ページ)

CDの裏表を逆にしてセットして
いる。

■テレビ

処　　置原　　因症　　状

テレビの映りが悪い。
“ジージー、ザー
ザー”という雑音が
多い。

チャンネルが合っていない。
チャンネルを正しく合わせてください。
IP- BUSモード (☞ ここだけで e 23 ページ)

ADD-ONモード (☞ ここだけで r 53 ページ)

他のチャンネルを選局してみてください。
IP- BUSモード (☞ ここだけで e 23 ページ)

ADD-ONモード (☞ ここだけで r 53 ページ)
放送局の電波が弱い。

受信状態が良くなると、映りが良くな
り、雑音が少なくなります。

周りに障害物があるなど受信状
態が良くない。

手動で選局してください。
IP- BUSモード (☞ ここだけで e 23 ページ)

ADD-ONモード (☞ ここだけで r 53 ページ)
強い電波の放送局がない。自動選局できない。

故障かな？と思ったら (つづき)その他

8
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メモ
●マルチCD再生中に、上記以外のエラー番号が表示
されたときは、マルチCDの取扱説明書をご覧くだ
さい。

車のエンジンスイッチを一度OFFに
してからONにするか、CD再生を一
度やめてから、もう一度CD再生にし
てください。

内部温度が下がるまでお待ちください。

CDの汚れをふき取ってください。
(☞ その他 u 87 ページ )

CDを交換してください。

処　　置メッセージが表示されるときメッセージ(エラー番号)

CDが汚れているとき。

CDにキズやひびがあるとき。

電気系、機構系の故障が考え
られるとき。

追記型CD (CD-R) は、録音してから
お使いください。

「ERROR-14」
追記型CD（CD-R）を録音し
ないまま使用しているとき。

「HEAT」
本機の内部温度が高くなった
とき。

「ERROR-11」「ERROR-12」
「ERROR-17」「ERROR-30」

「ERROR-10」「ERROR-11」
「ERROR-12」「ERROR-14」
「ERROR-17」「ERROR-30」
「ERROR-A0」

こんなメッセージが表示されたらその他

9
CDを正常に再生できないときは、ディスプレイ (本機またはメインユニット) にエラーメッセージ
が表示されます。
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リセット

本機のリセットについて

本機のマイコンを初期設定状態 (ご購入直後の状態) に戻すことができます。

リセットボタンを押すと、本機のマイコンが
初期設定状態 (ご購入直後の状態) に戻りま
す。次のようなときに、リセットボタンを押
してください。

●接続が終わった後。

●モードスイッチを切り換えたとき。
●本機が正しく動作しないとき。

●ディスプレイが正しく表示されないとき。

本体をリセットする

ペン先などでリセットボタンを押す

↓

約5秒後にモニターは自動的に立ち上げ、
または収納されます。

TVチューナーをリセットする

ペン先などでリセットボタンを押す

メモ
●リセットボタンを押すと、モニターが収納されて
いる場合には、立ち上がります。またモニターが
立ち上がっている場合には、一旦収納され、立ち
上がっている状態に戻ります。

2

1

その他

10

リセットボタンについて

リセットボタンを押す前に
モニターのリセットボタンを押すと、約5
秒後、自動的にモニターの立ち上げ/収納
動作をします。収納に支障がないか確かめ
てから、リセットボタンを押してくだ
さい。
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お願い
修理をご依頼になるときは、故障の原因を早く確実に解決するため、本体とTV
チューナーの両方をお持ち込みください。

本機に関するご質問、ご相談はパイオニアお客様相談
センターまたはお買い上げの販売店にお問い合わせくだ
さい。

ご質問、ご相談は

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低
6年間保有しています。(性能部品とは、その製品の機能
を維持するために必要な部品です。）

補修用性能部品の
最低保有期間

お買い上げの販売店またはお近くのパイオニアサービス
ステーションにご相談ください。修理すれば使用できる
製品については、ご希望により有料で修理いたします。

保証期間経過後の
修理について

万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当
社保証規定に基づき修理いたします。お買い上げの販売
店またはお近くのパイオニアサービスステーションにご
連絡ください。所在地、電話番号は本機に付属の「ご相
談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

保証期間中の修理
について

この製品の保証期間は、お買い上げの日より1年間です。保証期間

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されてい
ることをお確かめのうえ、ご購入の際に販売店より受け
取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりする
と、保証期間中でも保証が無効となります。記載内容を
よくお読みのうえ、大切に保管してください。

保証書

保証書とアフターサービスその他

11
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■共通部
使用電源 ：

アース方式 ：
最大消費電流

(本体)：
(TVチューナー)：
外形寸法 (本体)
(取付寸法)：
(ノーズ寸法)：
外形寸法
(TVチューナー)：
質 量

(本体)：
(TVチューナー)：

■ CDプレーヤー部
形式 ：

使用ディスク ：
信号
フォーマット：

周波数特性 ：
S/N ：

ダイナミック
レンジ：

チャンネル数 ：

■ディスプレイ部
画面サイズ ：
有効表示面積 ：
有効画素数 ：
方式 ：
使用温度範囲 ：
保存温度範囲 ：
スライド角度
調整範囲 ：

■ TVチューナー部
受信チャンネル：
実用感度 ：
映像雑音
制限感度 ：
クロストーク ：

バンド数 ：
S/N ：
ステレオ
セパレーション：
外部ビデオ
入力レベル ：

映像出力
インピーダンス：
リアー
モニター出力：

■ FMモジュレーター部
使用周波数帯域：

レベル調整範囲：

■付属品
リモコン ：
リチウム電池
(CR2032) ：
コード類 ：
取付ネジ類 ：
取扱説明書 ：
取付説明書 ：
安全上のご注意：
保証書 ：
ご相談窓口・
修理窓口のご案内：

DC 14.4 V
(10.8 ～ 15.1 V 使用可能)

マイナスアース方式

3.0 A
2.0 A

178 (W)×50 (H)×165 (D) mm
170 (W)×46 (H)×22 (D) mm

237 (W)×28 (H)×171 (D) mm

2.2 kg (コードユニット含まず)
1.1 kg (コードユニット含まず)

コンパクトディスク
オーディオシステム

コンパクトディスク

サンプリング周波数：44.1 kHz
量子化ビット数：16ビット直線
5～ 20,000 Hz (±1 dB)
96 dB (1 kHz)
(IHF-A ネットワーク)

94 dB (1 kHz)
2 (ステレオ)

7.0インチワイドディスプレイ
154× 87 mm
336,960画素 (1,440× 234)
TFTアクティブマトリクス方式
－20～＋60℃
－40～＋85℃

約 60゜～110゜
(初期設定角度90゜)

VHF1～12 ch、UHF13～62 ch
20 dBμ (1.2μV/75Ω)

50 dBμ
主→副　35 dBμ以上
副→主　45 dBμ以上
2
55 dB (IHF-A ネットワーク)

25 dB以上 (1 kHz)

映像：1 Vp-p、75Ω
雑音：1 Vrms/5 kΩ

1 Vp-p、75Ω不平衡、同期負

映像出力：1 Vp-p、75Ω
(白100％変調時)

音声出力：500mVrms/1 kΩ以下
(TV100％変調時)

87.7、87.9、88.1、88.3、
88.5、88.7、88.9、89.1、
89.3、89.5、89.7、89.9 MHz
7ステップ (±3)

1

1
1式
1式
1
1
1
1

1

おもな仕様その他

12

メモ
●上記の仕様および外観は予告なく変更することがあ
ります。また、この説明書の中のイラストと実物
が、一部異なる場合があります。

●本機は日本国内専用です。放送規格の違う外国で
はご使用になれません。
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お客様ご相談窓口 (全国共通フリーフォン)

お客様相談センター

●カーステレオ/カーナビゲーション製品に関するお問い合わせ窓口

●家庭用オーディオ/ビデオ製品に関するお問い合わせ窓口

●カタログのご請求に関する窓口

＜ご注意＞ ●ＰＨＳ、携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話、および
海外からの国際電話ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。

●修理に関しては、別添えの『ご相談窓口・修理窓口のご案内』をご参照ください。
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